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キルギス共和国西部における中世動物資源利用
　　─ウズゲン遺跡出土動物遺体の分析─

櫻庭　陸央※1・植月　学※1・バキット＝アマンバエワ※2

はじめに

　本稿はキルギス共和国ウズゲン市に所在する、ウ
ズゲン（Uzgen）遺跡出土動物遺体の多角的分析を
通じて、中世の中央アジアにおける動物資源利用の
一端を新たに明らかにすることを目的とする。
　ウズゲン遺跡はキルギス共和国西部とウズベキス
タンにまたがるフェルガナ盆地東部に位置する。出
土動物遺体の年代は主に中世（カラハン朝期：9～
12世紀）に属する。本遺跡では多量の動物遺体が出
土したが、種組成ではヒツジが主体であり、ウマ・
ウシも一定量確認された。本稿では、これらのウズ
ゲン遺跡出土の家畜遺体を中心に多角的検討をおこ
ない、キルギス共和国西部における中世の動物資源
利用について考察する。
　キルギス共和国を含む中央アジアは、前近代ユー
ラシア世界において、洋の東西を結ぶシルクロード
交易のみならず南北交易における結節点であり、文
明の十字路であった。東西南北由来の文化交流の結
節点であった本地域における人々の生活を明らかに
することは、前近代世界史が形成された基盤を明ら
かにする上で重要である。人々の生活を明らかにす
るうえで、遺跡から出土した動物遺体の分析はひと
つの有効なアプローチとなり得る。人々が生活を営
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報　告

むにあたって食料は必要不可欠なものであり、遺跡
出土動物遺体は、その生活の一端を直接的に反映す
ると考えられる（新井2016）ためである。加えて、
先述の文化交流が、遊牧という家畜資源の生産・利
用を軸とする生業を基盤に成り立っていた点をふま
えれば、中央アジアにおける家畜生産・利用の研究
は、前近代世界史の再構築のみならず、人類と家畜
の関係史の復元においても大きな意義を有する。
　しかし、従来、キルギス共和国の中世に属する動
物遺体の検討は、キルギス共和国アク・ベシム遺跡
資料の検討（新井2016、植月・新井2020）を除いて
ほとんどなされていない。アク・ベシム遺跡は、キ
ルギス共和国北東部・チュー川流域に立地する都市
遺跡であり、ウズゲン遺跡出土資料の分析は、キル
ギス共和国南西部地域における中世の動物資源利用
を新たに明らかにし得るものである。さらに、アク・
ベシム遺跡との比較を通じて、キルギスにおける中
世動物資源利用の地域性の提示にもつながりうる。
ウズゲン遺跡出土動物遺体についてはすでに一部成
果を公表しているが、そこでは種組成と雌雄比の算
出に留まった（植月・他2024）。本稿ではさらにヒ
ツジの年齢推定、雌雄比、解体痕、部位組成を中心
に検討を加え、ウマ・ウシについても一部検討を追
加することで、本遺跡のより詳細な動物資源利用を

要旨
　キルギス共和国ウズゲン遺跡から出土した中世（９～ 12世紀）の動物遺体を多角的に分析し、当時の動物
資源利用の実態を明らかにした。出土遺体はヒツジを主体とし、ウシ・ウマがこれに次ぐ。ヒツジ・ヤギの
年齢構成は２～４歳に屠畜が集中し、雄が優占することから、肉利用を重視した飼育体系の存在が示唆された。
また切断痕や破砕痕から、生骨状態での解体と骨髄利用が推定された。ウマ属はロバを含むものの主体はウマ
であり、銜痕や軽微な中手骨骨化程度から主に乗用利用が想定された。ウズゲン遺跡の動物資源利用は都市的・
消費者的性格を示す点で同国東部に位置する同時期のアク・ベシム遺跡と共通するものの、ウマがそれほど
多くない点やブタの不在など地域的差異も認められた。

キーワード：キルギス共和国、中世、家畜、動物遺体、動物資源利用
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明らかにする。

Ⅰ．資料

　資料は、キルギス共和国ウズゲン市ウズゲン遺
跡（図１）から出土した動物遺体である。本遺跡の
調査は、当該地域における土地開発計画に起因す
る確認調査の一環として実施された。発掘調査は
キルギス共和国国立科学アカデミーが主体であり、
2023年におこなわれた。調査地点はUzgen Minaletの
すぐ北に面する道路であり、座標は40°46'08"N 73°
17'51"E付近である。
　調査では遺構や包含層の確認を目的としてトレン
チが設定された。調査風景について、図２に示した。
限られたトレンチ内では遺構の認定は困難であった
が、中世の陶器、金属器、ガラス製品などを含む包
含層が確認された。動物遺体も同じ層から多量に出
土した。遺物編年研究の問題もあり、帰属年代の詳
細な特定が困難であったことから、動物遺体を対象
に放射性炭素年代測定を実施した。
　試料は動物遺体が豊富に出土した２つのコンテク
ストより選定した。パレオ・ラボAMS年代測定グ
ループによる測定結果は下記のとおりである（PLD-
はラボ測定番号。２σ暦年代範囲）。
試料１　Context No.44/遺物No.33/ウシ下顎骨 （PLD-

54124）
　886-990 cal AD （95.45%）
試料２　Context No.51/遺物No.9/ヤギ下顎骨 （PLD-

54125）
　896-924 cal AD （23.50%）
　950-1022 cal AD （71.95%）

試料３ ContextNo.44/遺物No.48/ヒツジ下顎骨 （PLD-
54126）

　1022-1050 cal AD （36.24%）
　1080-1153 cal AD （59.21%）
　コンテクストの異なる試料１と２の推定年代が重
なる。逆に、同一コンテクストの試料１と３では推
定年代に最小では30年程度、最大で100 ～ 150年程
度の開きがある結果となった。したがって、将来的
に層序、出土遺物の精査に基づき、より詳細な時期
が絞り込める可能性もあるが、本報告では９世紀末
～ 12世紀中頃と幅を持って捉えざるを得ない。当
該時期は、中央アジア最初のイスラーム王朝・カラ
ハン朝が形成された時期に相当する。
　動物遺体は発掘調査時に肉眼観察によって採取さ
れたもので、土壌サンプリングや水洗選別は実施さ
れていない。したがって、小型資料は見落とされて
いる可能性が高い。
　分析前の段階では層序や位置、調査日といった取
り上げ単位（袋）ごとにコンテクスト番号が振られ
ていた。分析に際しては袋ごとに通し番号を振り（整
理番号）、各袋で１点の資料ごとに枝番号を付した。

図１　遺跡の位置 図２　ウズゲン遺跡発掘調査風景
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12̶24、24̶42、42̶48 ヶ月齢の４段階に区分し、生
存率として示した。
　ヒツジ/ヤギについては、下顎歯の咬耗状況によ
る年齢構成も求めた。咬耗指数についてはPayne
（1973） を参照し、A：0-2 ヶ月、B：2-6 ヶ月、C：
6-12 ヶ月、D：12-24 ヶ月、E：24-36 ヶ月、F：36-
48 ヶ 月、G：48-72 ヶ 月、H：72-96 ヶ 月、I：96-
120 ヶ月の９段階で評価した。なお、本分析でもヒ
ツジ/ヤギの区別はしなかった。

Ⅱ-3．雌雄比
　ヒツジ/ヤギは性的二形が顕著であり、四肢骨の
特定部位ではサイズにより雌雄判別が可能とされる
（Arbuckle and Atici 2013）。そこで、四肢骨計測値に
より雌雄比を検討した。四肢骨計測位置はVon den 
Driesch（1976）にしたがい、計測可能な部位につ
いてデジタルノギスを用いて0.1mm単位まで記録し
た。Arbuckle and Atici（2013）を参照し、性的二型
が顕著であり、なおかつ30点以上計測値が得られた
上腕骨BT、橈骨Bp、脛骨Bdを対象とした。
　ウシは計測できた標本が少なかったため、各部位
の計測値について中石器時代のオーロックス標本
（Steppan 2001）を基準とする Log Size Index（ LSI.
　Meadow 1999）を求めた。長さを計測できた部位
が少なかったことに加え、主に体高に関わる長さと、
体重に関わる幅を同列に扱うべきでないとされるこ
とから（Meadow 1999）、LSI 算出には幅に関する計
測値（Bp, Bd, SD）のみを用いた。
　ヒツジ／ヤギ、ウシともに、植月・新井（2020）
と 同 様 に、PAST（Paleontological Statistics Ver.4.03, 
Hammer et al. 2001）によるMixture分析をおこなった。

Ⅱ-4．ウマ属の体高と古病理
　ウマ属にはサイズからみてウマとロバが含まれる
と推測されたが、形態では区別できていない。そこ
で、体高分布による検討をおこなった。推定は西中
川ほか（2020）による部分計測値から骨長（全長）
を求める推定式を用いて、まず骨長を推定した。次
に、林田・山内（1957）の骨長から体高を求める推
定式（III 式）により体高を推定した。ただし、誤
差を考慮し、前者では相関係数90％以上の計測位置、
後者では誤差３㎝以内に70％以上が収まる４部位の
みを用いた（上腕骨、橈骨、寛骨、脛骨）。
　ウマの用途に関わる古病理学的特徴としては、

なお、これらのローデータについては紙幅の都合に
より掲載できないが、いずれ稿を改めて公表する予
定である。

Ⅱ．方法

Ⅱ-1．同定・集計
　同定に際しては、肉眼観察をもとに部位の明らか
な標本を抽出した。四肢骨は骨端、およびその付近
を残す標本はすべて対象とし、骨幹部破片について
も可能であれば同定した。残存状況については、頭
部は各位置の名称を、背骨は椎体をa、左前・右前
関節突起をそれぞれb・c、左後・右後関節突起をd・
e、棘突起をf、四肢骨は近位端、近位部、骨幹（中
間）、遠位部、遠位端に区切り、それぞれをa～ eと
記録した。いずれも計数点を定め、集計の際に重複
することのないよう留意した。なお、同定にあたっ
ては現地のヒツジ現生標本、過去に出土した完存標
本との比較や、図譜（Schmid 1972）を参照した。
　多量に出土したヒツジ/ヤギについては、Zeder 
and Pilaar（2010） に よ り 下 顎 骨 を、Zeder and 
Lapham（2010）で同定可能とされる四肢骨を対
象に両種の同定をおこなった。集計は同定標本数
（NISP: Number of Identified Specimen）によった。

Ⅱ-2．年齢構成
　ウマについては　西中川・松元（1991）による上・
下顎臼歯全歯高（歯根中心部、II 式）にもとづく月
齢推定式を用いて推定をおこなった。複数臼歯が同
一個体（顎骨）に由来する場合は、その平均値を採
用した。
　ヒツジ/ヤギとウシについては四肢骨骨端部の癒
合状況より生存率を推定した。ヒツジ/ヤギはZeder
（2006）にしたがい、A～Gまでの各Stageに分けて
算出した。各Stageについては、A：0-6 ヶ月、B：
6-12 ヶ月、C：12-18 ヶ月、D：18-30 ヶ月、E：30-
48 ヶ月、F・G：48 ヶ月以上とした。F・Gについて
は上腕骨近位端の骨端線が残るか完全癒合かの違い
であるが、該当資料が少なかったことから合計して
扱った。本分析においてはヒツジ/ヤギの区別がで
きない部位も対象としたため、両種の区別はせず、
合計して算出した。
　ウシはSilver（1963）、Schmid（1972）、Habermehl
（1975）にもとづき四肢骨の癒合時期を6̶12、
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下顎第2前臼歯（P2）に残る銜痕（bit wear）を
Bendrey（2007a）の方法にもとづき、中手・中足骨
骨間靱帯の骨化状況をBendrey（2007b）の方法にも
とづき、それぞれ記録した。

Ⅱ-5．各種痕跡
　本遺跡における動物遺体群の形成過程、および動
物解体技術について探ることを目的に、多量に出土
したヒツジ/ヤギを対象に咬痕や解体痕など各種痕
跡についても観察・記録した。痕跡がみられた位置
についてもpro（近位端・近位部）、s（骨幹部）、dis（遠
位部・遠位端）に分けて記録した。痕跡がみとめら
れた資料数を各部位の総数（NISP）で除し、出現
率を百分率で求めた。各種痕跡は肉眼観察により認
定した。対象とした痕跡は、下記の通りである。
 ・咬痕（gnaw）
　Binford（1981）にしたがい、肉食獣の歯による
齧り痕 （furrow, puncture, pitting, score） を観察した。 
 ・解体痕
　動物解体時の痕跡として、切創痕（cut mark）、切
断痕（sliced）、破砕痕（fracture）を観察・記録した。
なお、各種痕跡について、発掘時の痕跡とは区別す
るよう留意し、白色を呈していて明らかに新しいも
のは除外した。
　破砕痕は上腕骨・橈骨・大腿骨・脛骨の管状骨を
対象とした。破砕痕形態は筆者の分類をもとに記録
をおこなった（Sakuraba 2025。図３）。各形態分類
の基準を以下に示す。
Ⅰ類：破砕面の骨体長軸方向の片方の端部と、もう

一方の端部の距離が大きいもの。
　Ⅰa類： なめらかな斜め状の破砕痕を呈するもの。

骨端部に近い一方の破砕痕は基本的に丸
みを帯びる。典型的なスパイラル状の破
砕痕。

　Ⅰb類： なめらかな斜め状を呈するが、骨端部に
近い一方の破砕痕の形態が収束し、尖る
もの。

　Ⅰc類： 骨端部に近い一方の破砕痕の形態が平坦
状をなすもの。

　Ⅰd類： 骨端部に近い一方の破砕痕の形態が鋸歯
状をなすもの。

　Ⅰe類： 骨端部に近い一方の破砕痕の形態が階段
状をなすもの。

Ⅱ類：破砕面において、骨体長軸方向の片方の端部
ともう一方の端部の間の距離がなく、平坦で
あるもの。

　Ⅱa類： 基本的になめらかな曲線による凹凸に
よって構成されているもの。

　Ⅱb類： 鋸歯状に円周をめぐっているもの。
　Ⅱc類： 階段状に円周をめぐっているもの。
 ・被熱・焼（burnt）
　熱を受けて黒色化、あるいは白色化しているかど
うかを観察した。

Ⅱ-6．部位組成
　出土量が多かったヒツジ/ヤギ遺体の部位組成
（%MAU：Minimum Number of Animal Units（Binford 
1984））を算出した。%MAUは、各部位のMNE
（Minimum Number of Elements）の値をMNE間の最
大値で除すことで算出した。MNEについては、各
部位の左右・残存状況、および動物骨１個体に由来
するその部位の数を考慮して算出した。

Ⅲ．分析結果

Ⅲ-1．種組成
　同定標本数（NISP）で1258点が同定された。出
土した動物遺体の種名一覧を表1に示した。
　鳥綱は８点確認された。ニワトリ４点が同定でき
たが、残り４点は未同定である。哺乳綱はヒト12
点、ネコ属1点、アナグマ属1点、イヌ51点、ウマ属
125点、ラクダ属28点、ウシ208点、ウマ属/ウシ3点、
ヒツジ238点、ヤギ47点、ヒツジ/ヤギ526点、未同
定10点であった。ウマ属には明らかに小型でロバ
（Equus africanus asinus）とみられる標本が含まれる図３　破砕痕形態分類模式図
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鳥綱 AVES
ニワトリ Gallus gallus domesticus

哺乳綱 MAMMALIA
ヒト Homo sapiens

ネコ属 Felis sp.

アナグマ属 Meles  sp.

イヌ Canis familiaris

ウマ属 Equus sp.

ラクダ属 Camelus  sp.

ウシ Bos tauras

ヒツジ Ovis aries

ヤギ Capra hircus

表１　出土動物遺体種名一覧

図４　動物遺体組成

図５　ヒツジ/ヤギ生存率（骨端癒合状況による）

図７　ヒツジ/ヤギ生存率（下顎咬耗段階による）

図６　ヒツジ/ヤギ下顎骨咬耗段階分布

図８　ウシ生存率（骨端癒合状況による）
　　　　　   折れ線上の数字は算定に使用した標本数
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ため、ウマ属と表記しているが、主体はウマ（Equus 
caballus）であり、ロバと見られる標本は1割未満で
あった。
　同定標本数による種組成を図４に示した（ヒトは

除く）。最も比率が高いのはヒツジ/ヤギであり、全
体の約40%を占めていた。これに次ぐのはヒツジで
約20%を占めていた。ウシも比較的多く、約15%で
あった。ウマは約10%であった。
　ヒツジとヤギの区別が可能だった標本の合計のう
ち、ヒツジが約80%を占めていた。したがって、区
別できていないヒツジ/ヤギの多くもヒツジである
と推定される。したがって、ヒツジは全体の50％程
度を占めていたとみなすことができる。

Ⅲ-2．年齢構成
　ウマは計測できた標本が少なく、推定できたのは
６個体のみであった。内訳は4.2、4.5、11.6、14.0、
14.1、17.6歳で、若齢と高齢の2群に分かれた。なお、
大きさからみていずれもウマで、ロバは含まれない
とみられる。
　図５にはヒツジ/ヤギ遺体の四肢骨骨端部の癒合
状況により推定した生存率を示した。Stage AからC
までは約100%でほぼ横ばいで推移するが、Stage D
からF・Gにかけて次第に低下していく。Stage Dで
は約75%、Eでは約40%、Fでは約20%であった。言
い換えれば屠畜は約1.5歳 （C） 以降に始まり、２歳
半頃 （D） までに約30％、4歳頃 （E） までにさらに
30％と、過半数が４歳までに間引かれる状況が確認
できた。
　図６にはヒツジ/ヤギ下顎臼歯の咬耗段階の結果
を示した。Stage CからIの個体がみられ、Stage Cか
らGの間が多かった。なかでも、Stage D（１～２歳）
に該当する資料が最多であった。四肢骨では不明な
４歳以上の内訳については非常に稀であることも判
明した。
　図７の生存率でみると、２歳頃（D）までに最大
の落ち込みがあり、約50％が屠畜される。次いで３
歳頃（E）、４歳頃（F）までに各15％ずつ減少し、
全体の約８割が間引かれる。したがって、上記の骨
端癒合状況よりもさらに死亡年齢が若齢に偏る結果
となった。この齟齬の原因については明確でないが、
幼若齢骨の脆弱さを考慮すれば、臼歯による後者の
結果の方が実態に近いと推測される。
　図８にはウシの生存率を示した。１段階と４段階
で算定に使用した標本数が少ないためやや信頼性を
欠くものの、ヒツジよりは高齢で、過半数は約4歳
以降まで生存していたと推測される。

図９　ヒツジ四肢骨の計測値分布
　　　　　　（PASTによるmixture analysis結果）
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図10　ウシ四肢骨の計測値LSI分布
　　　　　 （PASTによるmixture analysis結果）

図11　ウマ推定体高分布

幅㎜
近⼼ 近⼼ 頬側 ⾆側

9 1 51 下顎 R ? ? 2.5 6.6 0 4.4 enamel Y 近⼼と⾆側の露出⾼の差は⼩さい。

24 2 44 下顎 L ? 4.5 - 10.0+ 0 10.2 dentine Y
Bevel:-7.2㎜。近⼼半分が激しく磨耗しており、Greaves'
effect消失。Bevelにより近⼼の露出⾼は計測困難。

37 1 44 下顎 R ? 14 5.1 13.7 2.1 6.5 enamel N?
近⼼から⾆側まで露出がつながる。⾆側では⻭槽付近まで幅
広く露出する。

37 1 44 上顎 R ? 11.6 6.5 14.3+ 2.4 15.8 enamel N?
露出⾼は⾼いが、⾆側にかけて幅広く露出する。頬側も同程
度に露出する部分あり。銜によるものか不明。

⾼㎜
露出

その他所⾒No. Area Context 上下 左右 雌雄 年齢
物質 Form

表２　銜痕観察結果

Score II IV

0 5 5

1 1.5 0

2 0.5 1

0 5 5

1 0 0

2 0 0

中手骨

中足骨

表３　中手・中足骨骨間靱帯の骨化スコア

Ⅲ-3．雌雄比
　ヒツジ遺体の四肢骨骨端部の計測値にもとづく
Mixture analysisの結果を図９に示す。いずれの部位
でも標本は大小2群に分かれる確率がもっとも高い
と判定された。しかし、それぞれに割り当てられた
標本数の内訳をみると、上腕骨BTは小型標本が多
く（大型：40.0%）、橈骨Bpと脛骨Bdは大型資料に

偏る（同：86.7%と93.8%）という異なる結果が得
られた。大きい一群は雄に、小さい一群は雌に相当
するとみれば矛盾する結果であり、その理由は考察
で議論する。
　ウシの四肢骨幅計測値のLSI変換値にもとづく
Mixture analysisの結果を図10に示す。やはり大小２
群に分かれる確率がもっとも高いと判定された。標
本数は36点で、内訳は小型が22点（61.1％）、大型
が14点（38.9％）であった。LSIの平均はそれぞれ
-0.07（SD=0.001）と、-0.14（SD=0.03）であった。

Ⅲ-4．ウマ属の体高と古病理
　ウマ属の体高推定結果を図11に示す。体高は大小
の２群に明確に分かれた。小型の一群はロバ、大
型の一群はウマに対応する可能性が高い。図には
全体の平均を示したが、それぞれの平均は小型：
110.5㎝（SD:4.6）、大型：137.5㎝（SD:5.7）であっ
た。標本数では小型：3、大型：13となり、小型は
約19％となる。本遺跡においてはロバよりもウマが
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Elm Cra. Max. Mand.

part - - con. pro dis pro s dis pro s dis pro s dis pro s dis pro s dis

NISP 23 29 194 3 4 9 4 10 1 25 0 34 28 10 9 26 40 57 49 27 10 14 8 40 20 11

cut 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 3 4 0 0 0 0 0 0 0 0

cut (%) 0.0% 0.0% 0.5% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 4.0% - 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 7.5% 7.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

sliced 0 0 0 0 2 6 4 5 0 0 0 0 0 0 0 0 12 0 0 0 1 0 0 0 0 0

sliced (%) 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 50.0% 66.7% 100.0% 50.0% 0.0% 0.0% - 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 30.0% 0.0% 0.0% 0.0% 10.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

gnaw 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0

gnaw (%) 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 11.1% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% - 2.9% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 2.5% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

burnt 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

burnt (%) 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 4.0% - 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

Elm Ast.

part ili. ace. isch. pub. pro s dis pro s dis - pro s dis pro s dis pro s dis pro s dis pro s dis

NISP 40 11 35 8 20 23 18 45 76 83 16 4 4 4 7 5 5 10 11 11 0 0 0 0 0 0

cut 3 1 2 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

cut (%) 7.5% 9.1% 5.7% 0.0% 0.0% 0.0% 11.1% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% - - - - - -

sliced 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

sliced (%) 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% - - - - - -

gnaw 0 1 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0

gnaw (%) 0.0% 9.1% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 5.6% 2.2% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 10.0% 0.0% 0.0% - - - - - -

burnt 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

burnt (%) 2.5% 0.0% 2.9% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 6.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% - - - - - -

MC
At. Ax. Cer. Tho. Lum. Sac.

Rib Sca. Hum. Rad. Ul.

Pha.2 Pha.3Pel. Fem. Tib. Cal. MT Pha.1

表4　ヒツジ/ヤギの各種痕跡出現率（網掛けは>0%。太字は>10%）

図12　ヒツジ/ヤギ四肢骨破砕痕形態分類組成（左：細分、右：大別）

図13　ヒツジ/ヤギ部位組成
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主体であったと推定される。
　表には銜痕の観察結果を示す。観察できた下顎骨
は３点と少なかった。No.9は近心の磨耗の形状は平
行の帯状を呈し、Bendrey（2007a）による銜痕の基
準を満たすが、露出高が小さく、舌側との落差が小
さい点で判断が難しい。No.24は近心の磨耗ととも
に、咬合面の顕著な磨耗（bevel。Brown & Anthony 
1998）が認められる、明確な銜痕である。No.37（下
顎）は近心の露出高が大きいが、舌側までつながる
ため、銜痕かは判然としない。同一個体かは不明だ
が、同じNo37の袋に収納されていた上顎P2近心に
も同様の幅広い露出が確認された。以上はいずれも
サイズからみてロバではなくウマと推定される。
　表３には中手・中足骨骨間靱帯の骨化状況を示す。
各５～７点と標本数が少ないが、変化なし（スコア
＝0）が多く、骨形成が始まっている例（スコア＝１）
や骨化して完全に癒合している例（スコア＝２）は
少なかった。中手骨の方が中足骨よりも骨化程度が
高い点は、Bendrey（2007b）が指摘した一般的傾向
に一致した。

Ⅲ-5．各種痕跡
　ヒツジ/ヤギで確認された各種痕跡の部位別出現
率を表４に示した。
　切創痕（cut mark）、咬痕（gnaw）、被熱痕（burnt）
は共通して出現率が低かった。注目されるのは切断
痕（sliced）であり、特に椎骨での出現率が高かった。
また、上腕骨遠位における出現率も高かった。椎骨
に関しては正中線で左右半分に分割する切断痕が顕
著であり、上腕骨遠位に関しては遠位端の滑車外側
を切断する痕跡が多く認められた。
　上記の痕跡以外に四肢骨（上腕骨・橈骨・大腿骨・
脛骨）の破砕痕形態も観察した。破砕痕形態の分類
組成の算出結果を図12左に示す。各部位でおおむね
共通した傾向が確認され、Ⅰa類が全体の約半数を
占めていた。また、若干の比率の差異はあるものの、
Ⅰa類に次いで多いのはⅡa類であった。
　破砕痕形態の差に関して、筆者はかつてニホンジ
カ四肢骨の破砕実験を実施した。なお、ニホンジカ
とヒツジ/ヤギの四肢骨の形態は類似する。実験を
おこなった結果、Ⅰa類およびⅠb類の合計比率と、
その他分類の合計比率の在り方が破砕時における骨
の状態の推定に有効であった。骨が水分を含んだ状
態（生骨あるいは煮沸）の場合は、Ⅰa類とⅠb類の

合計が約60 ～ 100%、炙りなどによって乾燥した状
態では約30%に留まる、という差異が見出された（櫻
庭・植月（2026））。
　この点をふまえ、Ⅰa類・Ⅰb類の比率の合計と、
Ⅰc～Ⅱc類の比率の合計の2者に分け、両者の比率
を算出したのが図12右である。各部位で共通した傾
向がみられ、Ⅰa類およびⅠb類の合計の比率が60%
前後を占めていた。実験結果のうち、約60%の比率
に留まるのは生骨と煮沸のうち、前者である。筆者
の実験は礫を用いたものであり、本遺跡において骨
を破砕する際に礫を用いたか金属器を用いたかは未
だ不明であるものの、本遺跡では生骨の状態で破砕
される頻度が高かった可能性を想定しておきたい。

Ⅲ-6.　部位組成
　図13には、ヒツジ・ヤギ遺体の部位組成を示し
た。その結果、頭部と胴部、四肢部でややアンバラ
ンスな組成が確認された。すなわち、頭部の比率が
最も高く（下顎骨）、胴部（椎骨）は基本的に低かっ
た。四肢部は一部比率が高い部位があるものの（脛
骨：約75%）、他の部位は約20 ～ 50%と多様であっ
た。なお、四肢骨末端部の指骨に関しては基本的に
低かったが、これにはすべて現場での目視によると
いう回収方法が影響している可能性がある。

Ⅳ．考察

Ⅳ-1．動物遺体組成の解釈
　はじめに本遺跡における動物資源利用の基礎的情
報となる動物遺体組成について解釈する。本遺跡の
動物遺体は若干の鳥類を除けば哺乳類が大半を占め
ていた。さらに、哺乳類はヒツジを主体とし、ウマ・
ウシなどの大型家畜がこれに次いで多かった。小型
家畜であるイヌはわずかであった。種組成における
主体種がヒツジ・ウシ・ウマの家畜３種である点は、
キルギス共和国北東部のアク・ベシム遺跡の傾向と
類似する（新井2016、植月・新井2020）。Crabtree（1990）
を参照すれば、生産者と消費者の２者のうち、前者
の動物組成は多様な種で構成され、後者は動物組成
において特定の種に偏った組成を示すという特徴を
有する。先述のように、本遺跡はヒツジ・ウシ・ウ
マの３種が主体であり、比較的特定の動物種が大き
な割合を占めている。この点をふまえれば、動物遺
体組成からみた本遺跡は、消費者的性格を帯びてい
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ると解釈でき、アク・ベシム遺跡との共通性が指摘
できる。
　ただし、アク・ベシム遺跡の特に都市の時代
（AKB-13区＝街路区）とは異なる点も指摘できる。
植月・新井（2020）ではアク・ベシム遺跡AKB-13
区の特徴はウマの多さとブタの存在であり、これを
都市的・消費者的特徴ととらえた。植月（2025）で
は、さらにその後の東西街区の追加資料も加え、こ
の特徴が西街区（第１シャフリスタン）の特徴であ
ることを明らかにした。ウズゲン遺跡ではアク・ベ
シム遺跡AKB-13区のようなウマの多さは確認され
ず、10％という構成比はアク・ベシム遺跡の東街区
（AKB-15区）の様相に近い。また、アク・ベシム遺
跡AKB-13区で偏在的に確認されたブタも本遺跡で
は確認されなかった。
　したがって、植月・新井（2020）や植月（2025）
で指摘したウマの多さやブタの存在というアク・ベ
シム遺跡AKB-13区の都市的様相は、同時代におい
てもかなり特異である可能性が出てきた。ウマの用
途にかかわる古病理的観察が可能だった標本数は少
なかったが、アク・ベシム遺跡とは差異も認められ
た。ウズゲン遺跡では銜痕の明確な個体が少なくと
も３個体中1個体存在した。また、ストレス・マー
カーである中手・中足骨骨間靱帯の骨化スコアは「0」
が主体で比較的軽かった。
　これに対して、アク・ベシム遺跡ではウマの多い
AKB-13区９個体に銜痕の明確な例は存在しなかっ
た（植月・新井2020）

 1）

。中手・中足骨骨間靱帯の骨
化程度は特に中手骨でウズゲン遺跡より進行してい
た。変化が生じているスコア１～２の標本の割合で
みると、中手骨内側（第2側）で40％近く、外側（第
４側）でも約30％に達した。以上の銜痕の不明瞭さ、
中手・中足骨への負荷の強さは、アク・ベシム遺跡
の都市の時代において、天山越えのための荷駄馬の
割合が多かったためと解釈した。ほぼ同時期のウズ
ゲン遺跡における相反する傾向は、アク・ベシム遺
跡の異質さを際立たせる。ウズゲン遺跡における銜
痕の存在と、負荷の軽さを乗用主体のウマ集団の特
徴とみなせば、ウマの多さというアク・ベシム遺跡
の都市の時代の特徴が、荷駄馬の多さによるという
解釈を裏打ちするという見方もできる。
　ウズゲン遺跡でのブタの不在は、その存在が西方
からの影響ではなく、アク・ベシム遺跡の特徴であ
る中国の影響である可能性も示唆する。したがって、

この地域の都市一般の特徴とは言い切れないことも
明らかになった。

Ⅳ-2．	年齢構成・雌雄比からみた家畜の飼育・消費
形態

①　年齢構成
　ウマは年齢が推定できた個体数がわずかであった
が、４歳前後の若齢と11 ～ 17歳の高齢に分かれた。
アク・ベシム遺跡では時期、地点を問わず、５歳前
後と10歳前後の双峰性を示し、前者は雄を主体とす
る繁殖における余剰個体、後者は雌雄ともに生産年
齢を過ぎた個体と解釈した（植月・新井2020、植月
2025）。ウズゲン遺跡においても同様の屠畜パター
ンが存在した可能性がある。
　ヒツジ・ヤギ遺体の死亡年齢については、下顎臼
歯の咬耗状況から、２歳までに半数が、さらに４歳
までに８割の個体が死亡しているという結果が見出
された。このような若齢を主体とする屠畜パター
ンは肉の利用を示唆する。特に、生産者は多様な
年齢の個体を飼育・消費するのに対して、消費者
のもとには特定の年齢の個体が優先的に流入する
（Arbuckle et al. 2009）。この点から、屠畜年齢の集
中性は、種組成で想定されたような消費者的性格を
支持するものである。
　このような屠畜年齢の集中性は、ヒツジ・ヤギ
に対するシステマチックな飼育・管理の存在と消
費形態をうかがわせる。その具体的様相について
検討するにあたって、Helmerらの枠組みを援用する
（Helmer et al. 2007）。Helmerらはフランス南東部の
新石器時代のヒツジ年齢構成の分析をもとに、その
飼養・管理システムモデルを提唱している（Helmer 
et al. 2007）。ウズゲン遺跡のヒツジ・ヤギ年齢構成
はHelmerらが提示している各Typeのうち、Class C
～ Fを主体とし、Class D（１～２歳）が最多とな
るMeat Type Bにもっとも近い。一方で彼らはClass 
C（６～12ヶ月）が最多となる構成をMeat Type Aに
分類し、家族や家庭レベルでの家畜消費に対応する
とした。これに対し、Type Bは子羊を保護し肥育す
ることで、肉質が柔らかくかつ最大体重に達した状
態の動物を得ることに対応し、群れにおける肉の収
益性向上を可能とするシステムと考えた（Helmer et 
al. 2007）。すなわち、Type Aの小規模な消費に対し、
Type Bはより大規模な消費者集団を対象としている
とみることもできる。ウズゲン遺跡のヒツジ・ヤギ
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の年齢構成がType Bに該当する点は、肉の消費に重
点を置いた消費活動を示し、家庭規模の消費という
よりは、より大規模な都市的な消費を反映している。
　ウシは3.5～４歳頃まで生存している個体が約
55％であった。アク・ベシム遺跡（植月・新井
2020）の65％ （AKB-15区）～80％ （AKB-13区）に比
べると少ないが、ヒツジ/ヤギよりも高齢に偏る点
は共通し、使役後に屠畜された個体が多かったと推
測される。

②　雌雄比
　ウマは犬歯部分が残る標本が少なく、雌雄比は不
明である。
　ヒツジの四肢骨計測値をもとに検討した雌雄比に
ついては、部位によってその結果に差異が生じた。
この点の検討については、方法論についての検討も
含め、今後の課題としたい。
　ただし、これまでのアク・ベシム遺跡出土動物遺
体の検討結果に関して、新井（2016）における上腕
骨BTの分析結果と比較すれば、本資料（n=15）の
計測値の分布範囲は新井（2016）の検討結果に比し
て狭く、なおかつ約31 ～ 32cmに該当する資料が多
い点で共通する。新井（2016）におけるアク・ベシ
ム遺跡出土資料の検討結果では雄に偏ると指摘され
ている。したがって、ウズゲン遺跡から出土した資
料のサイズが全体的に比較的アク・ベシム遺跡より
大きかったとすれば、アク・ベシム遺跡出土動物遺
体より大きいサイズ（雄サイズ）のなかで二分して
いる可能性も考えられよう。新井（2016）との比較
結果をふまえれば、ウズゲン遺跡出土ヒツジ遺体の
上腕骨BTに関しては、雄主体と解釈することも可
能である。
　また、植月・新井（2020）では、脛骨遠位端Bd
を検討しており、雌雄均衡となる点が指摘されてい
る。雌雄均衡となる点は、本資料の分析結果と類似
する。植月・新井（2020）では計測値が27 ～ 35cm
であり、最も資料数が多いのは29 ～ 30cmであっ
た（n=36）。これに対し、ウズゲン遺跡から出土し
たヒツジ遺体の脛骨遠位端Bdの計測値の分布は27
～ 38cmであり、最も集中する値は30 ～ 31cmであ
る（n=32）。やはりウズゲン遺跡出土資料はアク・
ベシム遺跡出土資料よりややサイズが大きい傾向に
ある。この点を考慮すれば、ウズゲン遺跡出土ヒツ
ジ遺体の脛骨Bdから推定される雌雄比は雌雄均衡、

または雄にやや偏ると想定される。
　橈骨に関しては比較データが無いものの、本稿で
の検討結果では雄に偏る傾向を示した。これらの結
果から、ウズゲン遺跡出土ヒツジの雌雄比は雄に
偏っていた可能性が高いとみておきたい。
　Crabtree（1990）にしたがえば、雄に偏る場合に
は消費者的社会の位置づけが可能である。雌は乳や
子を生産することから、生産者的性格の場に多い傾
向にあったと考えることができる。これに対して、
消費者には乳や子を生産しない雄が優先的にもたら
されたとされる。したがって、ウズゲン遺跡の雄優
占の組成も都市的な性格を示す特徴といえる。
　ウシは小型を雌、大型を雄とみなせば、雌の比
率が61％とやや高かった。アク・ベシム遺跡（植
月・新井2020）では同様の方法で都市消費者の時代
（AKB-13区）には雌は32％であったが、都市衰退後
の牧畜民村落（生産者）の時代（AKB-15区）には
79％と増加した。その理由として消費者から生産者
へという変化を想定した。ウズゲン遺跡の雌の比率
は両者の中間にあたり評価が難しいが、少なくとも
アク・ベシム遺跡の生産者段階ほど明確に雌が優占
する状況は認められない。

Ⅳ-3．ヒツジ・ヤギの解体方法と死後利用
　ヒツジ・ヤギ遺体に残る痕跡を観察した結果、切
断痕（sliced）に特徴的な傾向が観察された。特に
椎骨での出現率が高く、正中線での左右の分割が確
認された。また、上腕骨遠位における出現率も高く、
遠位端の滑車外側を切断する痕跡が顕著であった。
　この点から、胴部正中線で切断し、左右に分割す
る解体方法と、上腕骨遠位端の外側で前肢を切断す
る解体方法を想定できる。両部位は肉の付随量が比
較的多いことから、肉の切り取り・利用を目的とし
た解体であったと推定される。一連の解体プロセス
を復元するのは困難であるものの、当該地域におけ
る解体技術の一例として注目しておきたい。
　次に、上腕骨、橈骨、大腿骨、脛骨の破砕痕形態
分類組成を算出した結果、破砕実験結果における生
骨状態での破砕結果に類似する結果が得られた。こ
の点は、土器による煮沸や、火による炙り行為など
はあまりおこなわれず、動物解体時における皮剝や
関節分離と同じタイミングで破砕がおこなわれたこ
とを示唆する。動物骨破砕は骨髄抽出を主目的とし
たと推定されている（小野2001）。骨角器製作や部
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位の分離を目的として破砕がおこなわれる場合も想
定されるが、本遺跡からは動物骨を素材とした骨角
器は出土していない。一方で、部位の分離を目的に
おこなわれた可能性は除外できない。本遺跡におけ
る破砕は骨髄抽出、あるいは部位の分離を目的に、
生骨の状態でおこなわれたと考えておきたい。
　最後に、ヒツジ・ヤギ遺体の部位組成を算出した
結果、頭部と胴部、四肢部でややアンバランスな組
成が確認された。最も比率が高かったのは頭部であ
り、下顎骨の比率が高かった。比率が低かったのは
胴部および四肢骨末端部の指骨であったが、胴部は
比較的残存しにくい部位であり、指骨は小型である
ことから発掘調査時に見落とされたというタフォノ
ミックな要因の影響が大きいと推測される。比率が
高かった頭部に関しては、歯が特に遺存しやすい部
位であるため、比率が高くなったと推測される。四
肢骨は各部位で比率が異なり、最も比率が高い部位
は脛骨（約75%）で、他部位は約20 ～ 50%であった。
部位組成の結果については、大きく２つの解釈があ
り得る。１つは、消費者へと搬出することで有用度
が低い部位に偏る（有用度が高い部位の比率が低い）
村落的・生産者的性格を帯びるパターンと、逆に搬
入を受けて有用度が高い部位に偏る（有用度が低い
部位の比率が低い）都市的・消費者的性格を帯びる
パターンである（Crabtree 1990）。有用度が高い部
位（胴部・四肢部）という観点から本遺跡のヒツ
ジ/ヤギ部位組成を検討すると、まず、胴部の比率
は低いものの、先述のように遺存度の影響が無視で
きない。四肢骨ではもっとも比率が高かった脛骨は
約75%を占め、他部位に関しても、部位ごとで約20
～ 50%と差異はあるものの、一定量含まれていた。
以上の部位組成から、少なくとも本遺跡が有用度の
高い部位を搬出する生産者的性格であったとは考え
にくく、有用度の高い部位が搬入され、消費される
場であったと解釈する方が無理がない。ただし、肉
の付随量が少ない頭部（下顎骨）の比率が最多であ
る点に関しては、その強度の高さによる可能性に加
えて、頭部を四肢部とともに搬入する何らかの理由
があったか、あるいは全身搬入がおこなわれた可能
性も想定される。

おわりに

　本稿では、キルギス共和国ウズゲン遺跡から出土

した動物遺体の多角的分析を通じて、その動物資源
利用の一端を明らかにした。
　検討の結果、本遺跡は多くの面において消費者
的・都市的な性格がうかがわれた。この点は、キル
ギス共和国北東部のアク・ベシム遺跡から出土した
動物遺体の分析結果（新井2016、植月・新井2020）
と一部類似する。これに対し、アク・ベシム遺跡
のAKB-13区で多く出土したウマや、地区的に偏在
していたブタが、ウズゲン遺跡では出土しておら
ず、地域性、ないしは居住集団の性格による差も確
認された。今回の調査はトレンチ内の限られた調査
であったため、遺跡の性格に関わる情報は限定的で
あったが、動物資源利用から都市的な場という性格
の一端が明らかになった。今後はキルギス周辺にお
ける中世動物遺体データのさらなる蓄積を通じてキ
ルギス中世社会への接近を試みたい。
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註
１）第１シャフリスタンのキリスト教会地区 （AKB-8区） にお

いて、銜痕の明確な２個体が最近になって確認されたが、
ここで議論している荷駄馬主体と推測される時期よりも
新しい、11～12世紀頃の段階に属する（Uetsuki 2025）。
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Faunal resource exploitation in western Kyrgyz Republic during the 
Medieval Period:

Faunal remains from the Uzgen site
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Abstract
   This study presents a multifaceted analysis of animal remains excavated from the medieval Uzgen site (9th–12th 
centuries) in the Kyrgyz Republic, in order to clarify patterns of animal resource exploitation. The assemblage is 
dominated by sheep, followed by cattle and horses. The age profiles of sheep and goats show a marked concentration 
of slaughter between two and four years of age, and the predominance of males suggests a herd management system 
oriented toward meat production. Cut marks and fracture patterns further indicate carcass processing in a fresh state, 
likely associated with marrow extraction. Although the Equus remains include a small number of donkeys, horses clearly 
constitute the majority; evidence of bit wear and minimal ossification of the interosseous ligaments of the metapodials 
implies their primary use as riding animals. Overall, the faunal data portray Uzgen as exhibiting urban and consumer-
oriented characteristics. While these features parallel those observed at the contemporaneous Ak-Beshim site in eastern 
Kyrgyz Republic, regional differences are also evident̶particularly the lower frequency of horses and the absence of 
pigs at Uzgen. These findings highlight both shared and locally distinctive aspects of medieval livestock exploitation in 
Central Asia.

Keywords : Kyrgyz Republic, medieval period, livestock, faunal remain, faunal resource exploitation


